
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

掃除機本体の内部に電動送風機および集塵室を有する
電気掃除機であっ

て、

ことを特徴とする電
気掃除機。
【請求項２】
前記下方にのびるリブの後面側には、当該リブの下端に向かって漸次前記掃除機本体の前
方側へ傾斜した傾斜部が形成されてなる請求項 記載の電気掃除機。
【請求項３】
掃除機本体の下部に車輪を設け、掃除機本体の内部に電動送風機および集塵室を有すると
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掃除機本体の下部に車輪を設け、 と
共に、前記集塵室の後側内壁面に電動送風機に通じる排気口を形成した

前記掃除機本体の上部に集塵室を開閉する蓋を形成し、掃除機本体前面にホースが接続さ
れる吸入口を形成し、
前記集塵室内部に、紙パックを着脱自在に装着するバスケットが着脱自在に設けられ、
前記バスケットには、前壁に掃除機本体の吸入口に接続される接続口を形成し、バスケッ
トの集塵室への装着時にバスケットが傾くのを防止するガイド機構を形成すると共に、前
記バスケットを前記集塵室内部の所定位置に装着する際に前後および上下方向についての
バスケットの位置決めを行うための前後・上下位置決め機構を、前記バスケットの前壁上
部に設けられた下方にのびるリブと、前記集塵室の前壁上端から上方に伸びて前記バスケ
ットのリブと当接してバスケットを位置決めするリブとから構成した

１



共に、前記集塵室の後側内壁面に電動送風機に通じる排気口を形成した電気掃除機であっ
て、

電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は電気掃除機に関する。さらに詳しくは掃除機本体の集塵室内部に紙パック装着用
のバスケットを備えた電気掃除機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、集塵室内部に紙パックを装着した電気掃除機が種々提案されている。とくに近
年では、紙パックを容易に集塵室から着脱できるように、集塵室内部に紙パック装着用の
バスケットが設けられた掃除機が採用されている。
【０００３】
従来より用いられるバスケットは、図１１に示されるごとく、紙パックが装着されていな
いときでもバスケット内部に集塵できるように、箱形を呈しており、バスケットの上端縁
の外周にはゴミもれ防止用のゴム製のパッキンが設けられている。また、バスケットの側
壁および底面には大きな開口が形成され、フィルタなどが貼りつけられている。
【０００４】
このようなバスケットを備えた電気掃除機では、掃除を終えて紙パックを廃棄するときに
は、集塵室からバスケットを取り出して、ゴミ箱の上で紙パック固定用のクランプを外し
てバスケットを逆さまにして紙パックを捨てる。また、紙パックを用いない場合もゴミを
捨てるときにはバスケットを集塵室から取り出して捨てる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の電気掃除機では、バスケットを集塵室へ取り付ける場合、バスケット上端
縁のパッキンの平坦な外周面を掃除機本体の集塵室の内壁に密着させる必要があるため、
バスケットをセットする場合、前後左右の位置をおおよそ合わせて、バスケットを手にも
って集塵室に挿入し、所定の位置までバスケットを下方へ押し込まなければならず、ワン
タッチでバスケットをセットするのが難しい。
【０００６】
所定の位置（とくに、所定の高さ）にバスケットがない場合、掃除機本体のホース差込口
とバスケットの吸込口の軸心がずれるため、ホースが挿入できなかったり、またはゴミも
れを起こすという問題がある。
【０００７】
また、バスケットの取出し時においても、バスケットのパッキンが掃除機本体と密着して
いるため、ワンタッチで取り外すことが容易に行なえないといった問題がある。
【０００８】
本発明はかかる問題を解消するためになされたものであり、バスケットの取付けおよび取
外しを容易かつ確実に行なうことができる電気掃除機を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
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前記掃除機本体の上部に集塵室を開閉する蓋を形成し、掃除機本体前面にホースが接続さ
れる吸入口を形成し、
前記集塵室内部に、紙パックを着脱自在に装着するバスケットが着脱自在に設けられ、
前記バスケットには、前壁に掃除機本体の吸入口に接続される接続口を形成し、バスケッ
トの集塵室への装着時にバスケットが傾くのを防止するガイド機構を形成すると共に、前
記バスケットを前記集塵室内部の所定位置に装着する際に前後および上下方向についての
バスケットの位置決めを行うための前後・上下位置決め機構を、前記バスケット外側に形
成された凹部又は凸部と、前記集塵室の底面に設けられ前記凹部又は凸部と嵌り合ってバ
スケットを位置決めする凸部又は凹部とから構成したことを特徴とする



本発明の電気掃除機は、 掃除機本体の内部に電動送風機
および集塵室を有する

電気掃除機であって、

ことを特徴とする。
【００１１】
前記下方にのびるリブの後面側には、当該リブの下端に向かって漸次前記掃除機本体の前
方側へ傾斜した傾斜部が形成されてなるのが好ましい。
【００１２】

【００１４】
【発明の実施の形態】
つぎに図面を参照しながら本発明の電気掃除機を詳細に説明する。図１は本発明の電気掃
除機の一実施の形態を示す電気掃除機本体の蓋を開けた状態における斜視説明図、図２は
図１のバスケットの拡大斜視図、図３は図１のバスケットの正面図、図４は図１のバスケ
ットの側面図、図５は図１のバスケットの平面図、図６は図１のバスケットに紙パックを
装着した状態を示す断面説明図、図７は図１の掃除機本体にバスケットおよび紙パックを
装着した状態における部分切欠側面図、図８は図１の掃除機本体にバスケットを装着した
状態における部分切欠平面図、図９は図１の掃除機本体の前後・上下位置決め機構を示す
断面説明図および図１０は図１のバスケットにおけるパッキンによるシールの様子を示す
断面説明図である。
【００１５】
図１および図７～８に示される電気掃除機は、掃除機本体１の内部に電動送風機２および
集塵室３を有しており、集塵室３内部には紙パック４（図７参照）を装着するためのバス
ケット５が着脱自在に設けられている。
【００１６】
掃除機本体１の上部には、集塵室３を開閉するための蓋６が設けられている。また、掃除
機本体１の下部には、掃除機本体１を床面を転がして移動できるように車輪７が設けられ
ている。さらに、掃除機本体１の前面には、吸入口１ａが開口されており、かかる吸入口
１ａにホースなど（図示せず）が接続される。また、集塵室３の後側の内壁面（後壁）３
ａには、前記電動送風機２に通じる排気口３ｂが形成されている。
【００１７】
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掃除機本体の下部に車輪を設け、
と共に、前記集塵室の後側内壁面に電動送風機に通じる排気口を形

成した
前記掃除機本体の上部に集塵室を開閉する蓋を形成し、掃除機本体前面にホースが接続さ
れる吸入口を形成し、前記集塵室内部に、紙パックを着脱自在に装着するバスケットが着
脱自在に設けられ、前記バスケットには、前壁に掃除機本体の吸入口に接続される接続口
を形成し、バスケットの集塵室への装着時にバスケットが傾くのを防止するガイド機構を
形成すると共に、前記バスケットを前記集塵室内部の所定位置に装着する際に前後および
上下方向についてのバスケットの位置決めを行うための前後・上下位置決め機構を、前記
バスケットの前壁上部に設けられた下方にのびるリブと、前記集塵室の前壁上端から上方
に伸びて前記バスケットのリブと当接してバスケットを位置決めするリブとから構成した

また、本発明の電気掃除機は、掃除機本体の下部に車輪を設け、掃除機本体の内部に電動
送風機および集塵室を有すると共に、前記集塵室の後側内壁面に電動送風機に通じる排気
口を形成した電気掃除機であって、
前記掃除機本体の上部に集塵室を開閉する蓋を形成し、掃除機本体前面にホースが接続さ
れる吸入口を形成し、前記集塵室内部に、紙パックを着脱自在に装着するバスケットが着
脱自在に設けられ、前記バスケットには、前壁に掃除機本体の吸入口に接続される接続口
を形成し、バスケットの集塵室への装着時にバスケットが傾くのを防止するガイド機構を
形成すると共に、前記バスケットを前記集塵室内部の所定位置に装着する際に前後および
上下方向についてのバスケットの位置決めを行うための前後・上下位置決め機構を、前記
バスケット外側に形成された凹部又は凸部と、前記集塵室の底面に設けられ前記凹部又は
凸部と嵌り合ってバスケットを位置決めする凸部又は凹部とから構成したことを特徴とす
る。



バスケット５は、図２～６に示されるように、上部および後部が開放された略箱形を呈し
ており、後面開口を取出口９としている。取出口９の下部開口縁に立壁（後壁）８が形成
されている。バスケット５は、合成樹脂などによって作製される。さらに、バスケット５
には、バスケット５の引き出しおよび運搬のための取っ手１６、前記紙パック４を固定す
るためのクランプ１７、および前記掃除機本体１および紙パック４に対するバスケット５
のシール性を保つための円形のパッキン１４を備えている。
【００１８】
また、本実施の形態では、図１０に示されるように、バスケット５の前壁１２には、前記
掃除機本体１の吸入口１ａに接続される接続口１３が形成されており、当該接続口１３の
周縁には、パッキン１４が設けられている。
【００１９】
図３、図６および図１０に示されるパッキン１４は、固定板１０に接触する半円形断面を
呈する円環状のリング部１４ａと、ホースが差し込まれる接続口１３の内周面に嵌着され
る円環状の嵌着部１４ｂと、前記接続口１３を開閉自在におおう弁部１４ｃと、集塵室３
の前壁３ｃの内面に接触する半円形断面を呈する円環状のリング部１４ｄとから構成され
ている。
【００２０】
リング部１４ａが隙間なく固定板１０に接触することにより、前壁１２と固定板１０との
あいだを気密的に封止する。それとともにリング１４ｄが隙間なく集塵室３の内壁に接触
することにより、集塵室３の内壁と前壁１２とのあいだを気密的に封止する。
【００２１】
図２および図６に示されるように、紙パック４をバスケット５にセットする場合、紙パッ
ク４に固着された固定板１０を溝１５とクランプ１７とのあいだに嵌め込めばよい。反対
に、紙パック４を取り出して廃棄する場合にはクランプ１７を上方へ回動するだけでよい
。
【００２２】
本実施の形態のバスケット５は、紙パック４を取り付けて使用することを前提とし、従来
のバスケット４１の上端縁に設けられたパッキン４２（図１１参照）を廃止し、かつ掃除
機本体１とバスケット５の側壁１１とあいだに隙間２４（図８参照）が形成されている。
また、バスケット５をある程度の位置（高さ）から手を離すと、バスケット５が掃除機本
体の集塵室３の内部の所定の位置にすべりこむような後述する前後・上下位置決め機構３
１、３２が設けられている。
【００２３】
かかる構造を採用することにより、バスケット５を掃除機本体１の集塵室３の内部に完全
に押し込むことなく、所定の位置に容易かつ確実に取り付けることができ、かつ取出しも
取っ手１６を持って容易に引き上げることができるようになった。
【００２４】
以下、さらに具体的に前後・上下位置決め機構３１、３２を説明する。
【００２５】
図９に示されるように、第１前後・上下位置決め機構３１は、前記バスケット５の前壁１
２上部に設けられた取っ手１６から下方にのびるリブ３３と、バスケット５を案内するた
めに前記集塵室３の前壁３ｃ上端縁から上方にのびるリブ３４とから構成されている。リ
ブ３３の後面側（バスケット５側）に、該リブ３３の下端に向かって漸次掃除機本体１の
前方側へ傾斜した傾斜部３３ａが形成されているため、バスケット５の挿入にしたがって
徐々にバスケット５が吸入口１ａ側へ押し付けられる。
【００２６】
一方、第２前後・上下位置決め機構３２は、前記バスケット５の底壁２５外側に形成され
た凹部３５と、前記集塵室３の底面３７から上方にのびるリブ３６とから構成されている
。リブ３６の前面側（吸入口１ａ側）に、該リブ３６の上端に向かって漸次掃除機本体１
の後方側へ傾斜した傾斜部３６ａが形成されているため、凹部３５の前部がバスケット５
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の挿入にしたがって徐々にバスケット５が吸入口１ａ側へ押し付けられる。
【００２７】
また、前記傾斜部３３ａ、３６ａによって、バスケット５の挿入時に、吸入口１ａとバス
ケット５のパッキン１４とのあいだに若干の隙間を有した状態で挿入開始し、装着完了に
従って徐々に吸入口１ａに押しつけられるような動きになるため、吸入口１ａとバスケッ
ト５のパッキン１４が接触した状態で垂直に挿入する場合に比べて、パッキン１４のめく
れを防止できる。
【００２８】
かかる構成により、まず、第１前後・上下位置決め機構３１によって、バスケット５と掃
除機本体１との前後および上下方向の位置決めを行なう。バスケット５側のリブ３３が集
塵室３の前壁３ｃのリブ３４を挟み込むことにより、前記電動送風機２の運転時にバスケ
ット５が電動送風機２側に引っ張られるのを防止する。
【００２９】
第１前後・上下位置決め機構３１は、本実施の形態のようにリブ３３およびリブ３４の組
合せでもよいし、または凸部および穴の組合せでもよい。
【００３０】
前後方向の位置決めは、前記第１前後・上下位置決め機構３１の他にも第２前後・上下位
置決め機構３２によって、集塵室３のの底面３７のリブ３６が、バスケット５の底壁２５
外側の凹部３５に嵌まり込むことによって、バスケット５と掃除機本体１との前後および
上下方向の位置決めを行なう。また、第２前後・上下位置決め機構３２によって、前述と
同様に、電動送風機２の運転時にバスケット５が電動送風機２側に引っ張られるのを防止
することができる。
【００３１】
第２前後・上下位置決め機構３２は、凹凸の配置が逆であってもよく、たとえば、集塵室
３の底面３７に凹部を形成し、バスケット５の底壁２５外側に凸部を設けてもよい。
【００３２】
以上の前後・上下位置決め機構３１、３２のように、２つの位置決め機構を備えれば、バ
スケット５の上下２か所において位置決めおよび保持を行なうため、位置決め・保持効果
が非常に高いが、第１前後・上下位置決め機構３１または第２前後・上下位置決め機構３
２のいずれか一方を備えていても充分な位置決め・保持効果を奏することができる。しか
も、従来のバスケットと比較して大幅にバスケット５の脱着の利便性を向上させることが
できる。
【００３３】
また、従来のバスケットでは、バスケット５の前後の集塵室３の前壁３ｃおよび後壁３ａ
に当接させて位置決めする場合、バスケット５の前後の寸法が大きいためにそれに比例し
て寸法誤差が大きくなるため、シールの確実性（信頼性）を得ることができなかった。一
方、本実施の形態では、前後・上下位置決め機構３１、３２により、バスケット５の前部
においてバスケット５の位置決めを行なうことにより、掃除機本体１との寸法（距離）が
短い位置で位置決めをすることができ、シール性を確実に向上させることができる。
【００３４】
また、電動送風機２が駆動した際にバスケット５が電動送風機２側へ引っ張られる力が加
わるが、吸入口１ａに近いバスケット５前部の上下２か所で係止しているため、バスケッ
ト５が所定位置からずれることにより生じるシール性の低下を防止することができる。
【００３５】
さらに、図９に示されるように、バスケット５の後側をガイドするために、バスケット５
の後面の曲面部３９と、集塵室３の後壁３ａに突設されたガイド用のリブ４０とからなる
ガイド機構３８とを備えているため、バスケット５を集塵室３へ投入するときに当該バス
ケット５が傾くのを防止することができる。
【００３６】
本実施の形態のパッキン１４は、図１１に示される従来のパッキン４３と比較した場合、
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リング部１４ｄを有している点で大きく異なっている。
【００３７】
本実施の形態では、図１０に示されるリング部１４ｄによって、バスケット５と掃除機本
体１とのあいだのシールを行なうことができる。しかも、従来のバスケット上端縁のパッ
キン４２（図１１参照）を設けた場合と比較して、バスケット５の取付けおよび取外しが
容易である。
【００３８】
しかも、リング部１４ｄが半円形断面を呈するため、バスケット５の取付けおよび取外し
時のリング部１４ｄのめくれや引掛かりを防ぐことができ、確実にバスケット５と掃除機
本体１とのあいだのシールを行なうことができる。
【００３９】
さらに、図３、図６および図１０に示されるように、バスケット５にパッキン１４のリン
グ部１４ｄの半円形状の最大外周部１４ｅを受けるためのリブ５ａが設けられているため
、リング部１４ｄのめくれや引掛かりを防ぐことができる。
【００４０】
以上のように、パッキン１４の表裏に半円形断面形状を呈する円環状のリング部１４ａ、
１４ｄを設けることにより、バスケット５の取付けおよび取外しの利便性を失わず、かつ
確実にシールを行なうことができる。
【００４１】
しかも、図１０に示されるように、バスケット５と掃除機本体１とのあいだに隙間４４を
もたせた状態でバスケット５が挿入され、最終的に前記リブ３３の傾斜部３３ａでバスケ
ット５を掃除機本体１に押し付けるようにしてシール性を向上することができる。
【００４２】
さらに、本実施の形態では、バスケット５の前壁１２に取っ手１６および前記クランプ１
７が設けられている。具体的には、アーチ型形状を呈する取っ手１６が、当該取っ手１６
の両端から下方に突設された爪１８（図３参照）によってバスケット５の前壁１２に固定
されている。取っ手１６に囲まれる空間の内側には、クランプ１７が、両側面に突出形成
された一対の軸１９（図３参照）によって揺動自在に取り付けられている。クランプ１７
は、図６に示されるように、バネ２０によって前記固定板１０を挟持する方向に常時付勢
されている。
【００４３】
かかる構造により、紙パック４を廃棄する場合、つぎのようにして行なう。まず、紙パッ
ク４をバスケット５に取り付けたまま、バスケット５を掃除機本体１から取っ手１６を持
って引き出し、取っ手１６を手で持ったまま前壁１２側にあるクランプ１７を上方へ回動
して外す。本実施の形態では箱形のバスケット５の後面を取出口９とし、取っ手１６がバ
スケット５の前端部に取り付けられているため、取っ手１６を持ったときにバスケット５
の後方が下がる。その結果、紙パック４を自然落下によって容易に廃棄することができる
。したがって、取っ手１６を手で持ったままバスケット５を逆さまにすることなく紙パッ
ク４の廃棄作業を容易に行なうことができる。また、クランプ１７は、取っ手１６を持っ
ている手で片手で操作でき、便利である。
【００４４】
一方、紙パック４を取り替える場合には、掃除機本体１の外で、バスケット５に紙パック
４を装着し、そののち取っ手１６を持ってバスケット５を掃除機本体１に容易に装着する
ことができる。
【００４５】
さらに、従来では、フィルタ付きのバスケットを紙パックなしで使用する際にゴミなどに
よるフィルタの目詰まりによって吸込性能が低下していたが、本実施の形態では、吸込性
能の低下を防止するために、図２および図４に示されるように、紙パック４を用いること
を前提として、バスケット５の少なくとも側壁１１に少なくとも１個の通気用の開口２２
が形成されている。
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【００４６】
また、図８に示されるように、バスケット５と掃除機本体１の集塵室３における内側の側
壁２３とのあいだには、若干の隙間２４が形成されている。そのため、前記バスケット５
の側壁１１の開口２２は、隙間２４および排気口３ｂを通して、前記電動送風機２に連通
している。かかる構成により、開口２２への空気の流路が確保されるため、紙パック４内
部に均一に吸い込み、紙パック４の後面だけでなく側面にもゴミをためることができ、吸
込性能の低下を防止することができる。
【００４７】
開口２２は、図２および図７～８に示されるバスケット５の底壁２５に形成することもで
き、その場合も前述と同様に吸込性能の低下を防止することができるが、底壁２５に開口
２２を形成する代わりに、図２および図７～８に示されるように、紙パック４と底壁２５
との密着を防ぐための面状の突起２６を突設すれば、バスケット５から集塵室３へゴミや
チリなどがこぼれることなく、吸込性能の低下を防止することができる。
【００４８】
【発明の効果】
本発明によれば、バスケットのための前後・上下位置決め機構を備えていることにより、
バスケットの取付けおよび取外しを容易かつ確実に行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の電気掃除機の一実施の形態を示す電気掃除機本体の蓋を開けた状態にお
ける斜視説明図である。
【図２】図１のバスケットの拡大斜視図である。
【図３】図１のバスケットの正面図である。
【図４】図１のバスケットの側面図である。
【図５】図１のバスケットの平面図である。
【図６】図１のバスケットに紙パックを装着した状態を示す断面説明図である。
【図７】図１の掃除機本体にバスケットおよび紙パックを装着した状態における部分切欠
側面図である。
【図８】図１の掃除機本体にバスケットを装着した状態における部分切欠平面図である。
【図９】図１の掃除機本体の前後・上下位置決め機構を示す断面説明図である。
【図１０】図１のバスケットにおけるパッキンによるシールの様子を示す断面説明図であ
る。
【図１１】図１０のパッキンに対する比較例である従来のパッキンによるシールの様子を
示す断面説明図である。
【符号の説明】
１　掃除機本体
２　電動送風機
３　集塵室
４　紙パック
５　バスケット
８　後壁
９　取出口
３１　第１前後・上下位置決め機構
３２　第２前後・上下位置決め機構
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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